
　田園都市線が開通してまもなく60年。宮前区
が高津区から分区して40年が経過しました。閑
静な住宅地として発展、成熟してきた宮前区です。
　その一方で、宮前区の「人とまち」は確実に高
齢化、老朽化に向かっております。これから直面
する少子高齢社会と人口減少社会にあって、東
京近郊においても「自立できる郊外」と「衰退する
郊外」への分化が強く懸念されています。生き残
りをかけた地域間競争はすでに始まっているの
です。
　田園都市線の沿線を、また宮前区を「衰退す
る郊外」にする訳にはいきません。
　もはや「閑静な住宅地」というブランドだけで
は、これからの生活は成り立たないのです。
　そのために宮前区のまちづくりに「仕掛けと
工夫」が必要と考えました。

　持続可能で活力のある「宮前区」を目指すための
基本は、高齢者だけが住む街ではなくて、いつまでも
一定のバランスで幅広い世代の方々が住み続けて
いる街であると考えます。
　そのためには、人は家だけでなくて「街にも住む」
と言う考えのもとに、「住まう」だけの街ではなくて、そ
れぞれの世代に必要な多様な機能がコンパクトに
備わっていることが重要なポイントです。
　つまり、「多世代」と、それぞれに必要な「多機能」
が重要なキーワードです。さらには「民間企業が投
資して採算がとれる魅力的な街」であること。そして、
「地域の経済が回わる街」であること。つまり、「再
投資」と「生産」がキーワードであることも調査の中
で私が得た知見です。

　公共機能の再編成を官（川崎市）が用意し、将
来の街を支えていく（市民のニーズに対応する）多
機能を民間（再開発準備組合）が用意する再開発
事業が動き出しました。これが官と民の連携による
「地域生活拠点」整備です。「地域生活拠点」とは、
ワンストップで多様な宮前区民の求めるサービスを
提供することのできる機能を鷺沼駅周辺に整備す
る、とも読み替えることができます。
　この機会を捕らえて、
宮前区民が川崎市と連
携しながら、自らの街を
変えていく努力が必要と
考えます。

　坂道の多い宮前区での市民の移動の手段が貧
しいこと。コミュニティーバスの導入なども、市民の要
望が大きいものの一向に進んでいません。2009年と
2015年に「有馬・東有馬地区コミュニティーバス運行
実験」を川崎市内で第一号として、関係町会、商店
会の皆さんと実現しましたが、本格運行にできません
でした。運行を不可能とした当時の川崎市の理由が
「採算性の課題と鷺沼駅前に現状では新規にバス
停を設置できるスペースがない」とのことでした。
　これが、私が「鷺沼駅前の再整備」を思い立った
原点です。
　さらに、地域間（宮前地域と向ヶ丘地域）の交通
アクセス環境面での整備が遅れていること。また、川
崎市の都市計画マスタープランでは「鷺沼駅周辺と
宮前平駅周辺がそれぞれ地域生活拠点」とされて
いるものの、まちづくりの実態が伴なわず、川崎市も
宮前区もこの課題を放置してきたことなどがあります。
　これらの長年の課題を鷺沼駅周辺を「地域生活
拠点」としてあらためて整備することで、大きく改善が
できると期待しています。

　川崎市は2019年に「鷺沼駅周辺再編整備に伴う
公共機能に関する基本方針」を策定しました。そして
この方針に基づく「宮前区全体の将来」を見据えた
取り組みを推進するため、「宮前区のミライづくりプロ
ジェクト」が進行中です。
　まず、向丘出張所を「地域の多世代が気軽に立ち
寄り、ひとや活動がつながる、向丘地区の核となる」
施設となるように、機能面とハード面の改修が３月中
を目途に進んでいます。
　駅アクセスに向けた取り組みもこのプロジェクトの
柱の一つです。

　鷺沼駅前再開発事業については、2023年度中
に都市計画決定など関連法手続きが完了し、2024
年度後半には具体的な工事に入る予定です。
　「多世代」が必要とする「多機能」について、併せ
て、バス路線の再編整備などによる交通アクセス環
境に対する市民ニーズの把握に努めてまいります。
　積極的なご意見などお寄せいただけますと幸いです。

　「コミュニティーバスの導入が、老後の幸せを支え
る」。この思いが、宮前区のまちづくりへのこだわりの
始まりでした。
　2009年と12年、2度の「有馬･東有馬地区コミュ
ニティーバス運行実験」を経て、川崎市の取り組みに
は課題が噴出しました。
　どうしたら市当局が本気で整備に取り組ませるこ
とができるか――。
　まさに闘いの連続となりました。
　そこでまず、当時進行中であった「たまプラーザ
駅周辺の再整備」を参考に、川崎市と東急電鉄との
「持続可能なまちづくり」を検討するプラットホームづ
くりに議論を重ねました。
　2015年の「東急沿線まちづくりに関する包括連携
協定」は、その結実です。
　鷺沼駅周辺ではその間にも、2011年の「北口改
札」の実現をはじめ、「喫煙スペースの移動」「桜並
木の更新整備」計画、フレル前「横断歩道の信号設
置」、さらに「聖マリ医大病院への直通バス」などを実
現してきました。
　また、川崎市と東急電鉄が「持続可能なまちづくり」
の方向性を同じくした協議の場を設定したことで、
宮崎台駅では2014年の「駅前商業複合施設」と
「駐輪場の整備」、宮前平駅では2019年の「改札階
とホームをつなぐエスカレーターの設置」、さらに区
内駅全てに「ホームドアの設置」の実現にもつなげ
てきました。
　川崎市の総合計画に位置づけられたこのプロジェ
クトの大眼目は、「宮前区全体の活性化を促す核とし
ての地域生活拠点の形成を図る」ことです。そして
「主要な交通結節駅」として駅前のバスターミナルが
２倍の広さになることで、バス路線の新設や向丘地
区からの増便を行うことなどが想定されています。
　コミュニティー交通の拠点づくりの前提条件も、これ
でそろいます。
　まさに《宮前区のミライ》をつくる原点が生まれる
――との期待を集める理由が、ここにあります。 
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活力と潤いのまち宮前区に創り変えよう

「鷺沼駅前地区再開発事業」が
めざすもの
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宮前区を「もっと居心地よく」「もっとスムーズに」
機能的な生活を実感できるまちに！

「鷺沼駅前地区再開発事業」が
めざすもの

まず、鷺沼駅周辺を
「地域生活拠点」として整備

宮前区の解決すべき長年の懸案への
対応が可能に

「宮前区のミライづくりプロジェクト」が
動いています

宮前区に新たな「核」をつくる！このプロジェクトが、
未来のまちづくりの「原点」になっていく
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